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助け合う絆がある

①　住民協働の推進

６

しんとつかわの魅力発信	 242万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　新十津川町の魅力を広く発信し、町の知名度を高め、交流・定住人口を増や
していくための取り組みを進めます。

○開町130年記念動画の配布
　130年目のまちの様子や風景などの映像を収録したＤＶＤを作成し、町内全
戸に配布します。
○動画コンテスト優秀作品の公開
　令和元年度から３年間実施した動画コンテストの優秀作品を町のホームペー
ジ、町内観光施設などのほか、バス待合所のサイネージで公開しています。
○シティプロモーション
　交流人口増加のため15秒の魅力発信ＣＭを制作し、北海道のテレビ局から道
民に向けて放映します。
　またイオンモール旭川駅前店のデジタルサイネージ、フリーペーパーSORA、
インスタグラムに定住人口を増やしていくため子育て支援などの広告を掲載し
ます。
○札沼線廃線記念ＤＶＤの販売
　平成30年に作成した「１日１往復　終着駅の物語」に、ラストランの様子を
追加したＤＶＤを販売しています。

助け合う絆がある助け合う絆がある
６

動画コンテスト
優秀作品へのリンク

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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助け合う絆がある

〈令和４年度　予算〉

６

電子情報の発信	 154万円

広報誌の発行	 341万円

（担当：総務課企画調整グループ）

（担当：総務課企画調整グループ）

　さまざまな電子媒体で町の情報を発信します。
　LINEを希望する情報を配信する仕組みに拡充し、利用者が自ら必要とする情報をよりきめ細かく受け
取ることができるようになります。
　また、これまでと同様にホームページや防災行政無線、Twitterなども活用し、町の内外へ情報を発信
します。

　広報しんとつかわを毎月発行します。広報誌を通して、町民の皆さんに町からの情報を伝えていきます。
　また、令和３年度から広報しんとつかわにＡＲ（拡張現実）を導入しています。誌面にＡＲ用のアプリ（コ
コアル）を起動させたスマートフォンなどの端末をかざすことで、広報誌に掲載された写真以外の複数の
写真や動画を閲覧することができます。イベントや町内の風景などのさまざまな場面を掲載しています。

LINE（ごみの分別の自動
応答メッセージ） 防災行政無線

ココアルのダウンロードは
こちらから

LINEの友だち
追加はこちら

Twitterの
フォローはこちら



48 〈令和４年度　予算〉

助け合う絆がある

６

開町記念式の開催	 54万円
（担当：総務課総務グループ）

　奈良県十津川郷からの団体移住をはじめとし
た、今日までの先人の苦労とその功績に感謝する
とともに、町民一丸となって、より良い町を築き
上げる決意を新たにする場として、６月20日の開
町記念日に合わせて開町記念式を開催します。
　式典では、毎年町民の方々をはじめ、母村十津
川村や本町ゆかりの方々などのご列席をいただい
ています。

行政区活動への支援	 1949万円
（担当：住民課住民活動グループ）

　行政区と連携協力し、住み良い地域づくりを目指します。
　また、行政区の自主的な活動の促進と円滑な運営を支援するため、行政区が提案・実施する活動や行政
区と町が役割と責任を分担しながら行う活動（協働事業）に対して、交付金を助成します。

【行政区が提案、実施する活動】
・防災訓練などの自主防災活動
・交通防犯啓発やお年寄りの見守りなど、地域の安全や安心を推進する活動
・郷土への愛着や伝統を伝える活動（盆踊り、みこし、演芸会など）
・通学路の花植えや花壇の整備などの景観整備活動

【行政区と町との協働事業】
・防犯灯の設置、修繕、電気料の助成
・資源ごみステーションの除雪
・町有地の草刈り
・公園などの管理
・広報しんとつかわの配布

議会だよりの発行	 61万円
（担当：議会事務局）

　議会で決まったことやその成果などを分かりや
すくお知らせする「議会だより」を年４回発行し
ます。
　特集記事で町の課題や議会のあり方などを取り
上げているほか、誌面に掲載しているＱＲコード
をスマートフォンなどから読み取ることで、議会
活動の報告動画を視聴することができます。

盆踊り
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②　健全財政の堅持

６

役場庁舎の建て替え	 7288万円 行政のデジタル化の推進	 436万円
（担当：庁舎建設推進事務局） （担当：総務課財務・情報グループ）

　昨年５月６日から新しい庁舎が供用開始され、
その後、旧庁舎の解体工事や庁舎前面のカバード
ウォーク（屋根付き歩道）工事などを行い、１月
31日から庁舎前駐車場とバス停留所が利用できる
ようになりました。
　役場庁舎の工事は、外構工事の一部が残ってい
ますが、舗装や区画線工事、樹木の植栽工事など、
全ての工事が５月末頃に完了する予定です。

＜財源内訳＞
庁舎建設基金	 868万円
町の負担	 6420万円

　インターネットをはじめとするデジタル技術の
進展や、スマートフォンの急速な普及などにより、
人々の生活様式が大きく変わりつつある中、行政
サービスもデジタル化に対応していく必要があり
ます。
　町では、町民の皆さんに提供する行政サービス
や役場の業務について、デジタル技術を活用して
より便利で効率的に行う方法を検討し、進めてい
きます。

＜財源内訳＞
国の補助金　436万円

ふるさと応援寄附金の推進	 9392万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）は、ふるさとや応援したい自治体に寄附（納税）ができる制度で
す。町では寄附者に町の特産品を贈呈し、本町のＰＲや産業の振興を進めています。
　寄附金は、子育て支援などのほか、個性豊かな活力あるまちづくりを推進するために活用しています。

【令和３年度寄附実績】（２月末現在）
・寄附人数　2997人
・寄附金額　9496万円

【寄附金の使途】
　駅跡の公園整備

本町の返礼品
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助け合う絆がある

６

総合行政審議会の運営	 161万円

コンビニ収納の導入	 341万円

職員の研修派遣	 322万円

マイナンバーカードの出張申請受け付け	 34万円

（担当：総務課企画調整グループ）

（担当：住民課町税グループ）

（担当：総務課総務グループ）

（担当：住民課戸籍保険グループ）

　協働のまちづくりを進めるため、幅広く皆さん
の意見を行政に反映できるよう、公募委員と有識
者委員で組織する審議会を設置しています。
　審議会では、観光振興計画などの各種計画の審
議や町が進めている事業について町民目線の評価
を行います。
　令和４年11月からは新たな委員（任期２年）を
広報などを通じ、募集します。

　納税者の利便性の向上のため、今まで金融機関
でしか納付できなかった税金や保険料を全国のコ
ンビニで納付できるようにします。
　また、コンビニ用のバーコードを利用して電子
決済（PayPay・LINEPay）で納付ができるよう
に進めます。
　令和５年度からコンビニ収納を利用開始するた
め総合行政システムの改修や準備を行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 341万円

　町職員を対象とした人材育成基本方針に基づ
き、職員の能力向上を図ることを目的として、自
治大学校や市町村職員中央研修所、北海道市町村
職員研修センター、北海道町村会などが主催する
各種研修に派遣します。
　また、外部講師による研修会を開催し、職員全
体のスキルアップを図ります。

＜財源内訳＞
研修受講助成金	 40万円
人づくり推進交付金	 38万円
町の負担	 244万円

　マイナンバーカードの申請受け付けを希望する
事業所や各種団体へ町職員が訪問して、申請に必
要な顔写真の撮影や申請書類の記載の支援を行
い、一括して申請を受け付けます。マイナンバー
カードは、後日、本人限定受け取りの郵便でご自
宅に送付します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 34万円


